
（別紙３）

～ R7年　１２月　１９日

（対象者数）                    3人 （回答者数）                 1人

～ R7年　１２月　１９日

（対象者数）                   6人 （回答者数） 　　　　　5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子どもたちが人との関わりが楽しいと思えるような
     活動内容をスタッフ間で考えていきたい。

2

・子どもたちが楽しいと思えるような活動内容を
      これからもスタッフ間で考えていきたい。

3

・スタッフ間での意識の共有。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

お伝えできなかった内容は、メールにてお伝えするようにし
ている。

2

3

○事業所名                                                             放課後等デイサービス PIECE ぐるっぽ（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 R7年１１月 １７日

○保護者評価有効回答数

R７年１１月１７日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　１月　１９日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

活動した日の様子を、保護者の方にゆっくりとお伝えする時間
をもつことができていない。

保護者の方にお迎えに来ていただく時間が同じため
少しずつしか話をする時間を持つことができない。

・５人までの小集団での関わりを支援できること。 ・調理などの活動で友だちを意識する場面を作ったり、
集団で協力するゲームなどを活動に取り入れている。

・季節に合わせたさまざまな体験活動ができること。 ・調理やスライム作り、小麦粉粘土あそび、夏祭りや
  クリスマス会など実際に体験できる活動を用意している。

生活面でのマナーを伝え、習慣化できるようにしている。
（あいさつ、くつそろえ、手洗い、排泄、片付けなど）

・無理強いはしていないが、子どもができたときには
すかさずほめるようにしている。

・事業所でできていることを保護者の方に伝え、家でも
ほめてもらえるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


